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10. H32～R4年度 AMED革新的がん医療実用化研究事業　分担
「ROS1融合遺伝子陽性の進行固形癌に対する治療開発をめざした研究」

11. H32～R3年度 AMED革新的がん医療実用化研究事業　分担
「次世代シークエンサーによる網羅的がん関連遺伝子パネル解析を用いたHER2遺伝子変異
陽性の進行非小細胞肺癌に対する治療開発を目指した研究」

12. H29～R1年度 AMED革新的がん医療実用化研究事業　分担
「遺伝子スクリーニング基盤（LC-SCRUM-Japan）を利用した、MET遺伝子異常陽性の進行非
小細胞肺癌に対する治療開発を目指した研究」

13. H29～R3年度 AMED革新的がん医療実用化研究事業　分担
「希少遺伝子変異を有する小細胞肺癌に対する新規治療法の確立に関する研究」

田中一大
1. R4年度AMED　橋渡し研究プログラム／創薬基盤推進研究事業　代表
「オキシトシン受容体を標的とした悪性中皮腫における新規個別化治療の確立」

2. R3～R4年度　AMED次世代がん医療創生研究事業　代表
　「分泌タンパク質SMOC1を標的としたLKB1不活化肺癌における新規治療戦略の構築」
3. R3年度　先端研究支援経費　代表
　「LKB1不活化肺癌に対する新規治療戦略の構築」
4. R3年度　公益財団法人堀科学芸術振興財団研究助成　代表
　「LKB1不活化肺癌におけるピリミジン塩基合成経路を標的とした新規治療法の確立」
5. R4～R6年度 APSR Assembly Fund Projects　分担
Developing a novel synthetic lethal treatment with long non-coding RNA (lncRNA) for
KRAS-mutated lung cancer

6. R3～R5年度　科学研究費補助金：基盤研究（B）分担
　「ドライバー癌遺伝子誘導性の細胞老化を作用機序とする変異KRAS肺癌の創薬研究」
7. R2～R4年度科学研究費補助金：基盤研究（B）代表
　「悪性中皮腫におけるオキシトシン受容体を標的とした新規治療法の開発」
8. R2年度　橋渡し研究戦略的推進プログラム シーズA　代表
　「オキシトシン受容体を標的とした悪性中皮腫における新規個別化治療の確立」
9. R1～R2年度　公益財団法人 日東学術振興財団　研究助成　代表
　「悪性中皮腫に対する新規治療法の開発に向けたPatient-derived xenograft (PDX) マウスモ
デルの作成」

10. H31年度　公益財団法人愛知県がん研究振興会　がんその他の悪性新生物研究助成金　代
表　
「LKB1が不活化した肺癌におけるSMOC1を標的とした新規治療戦略の構築」

11. H30～31年度　科学研究費補助金：若手研究　代表
「LKB1が不活化した肺癌における腫瘍進展のメカニズムの解明」

12. 12. R2年度 American Lung Association Lung Cancer Discovery Award分担
「The role of KYNU upregulation in lung adenocarcinoma」

13. H30～R2年度　科学研究費補助金：基盤研究（B）分担
　「ドライバー癌遺伝子により誘導される細胞老化 (OIS) を利用した肺癌治療の開発」
14. H30～R2年度科学研究費補助金：挑戦的研究（萌芽） 分担
「部分的上皮間葉細胞転換（ハイブリッドEMT）の安定化因子を標的とする肺癌治療」


